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平成２０年度２月補正予算の概要について

（ ． ． ）Ｈ２１ ２ １６

平成２０年度２月補正予算の概要を発表いたします。

今回の補正予算につきましては、世界経済の悪化による景気後退の影響を受け、

大変厳しい経済・雇用情勢に対応することを最優先課題として、緊急に措置を必要

とする経費について予算を計上いたしました。

その主な内容といたしましては、

厳しい経済・雇用情勢を踏まえ、緊急経済・雇用対策として、国の第２次補正に

伴う交付金を活用し、ふるさと雇用再生特別基金や緊急雇用創出基金を造成すると

ともに、福祉・介護分野へ就労を促進するため、介護福祉士等の修学資金の貸付を

行う社会福祉法人への補助について所要の経費を計上いたしました。

また、道路等、生活に密着した生活基盤対策や交通の安全確保対策等に要する県

単独の公共事業費を計上するなど、効果的で切れ目のない経済・雇用対策に取り組

んでまいります。

このほか、新型インフルエンザの発生に備えた抗インフルエンザウイルス薬の備

蓄や、保育所等の整備を促進する、安心こども基金の造成、更には、障害者自立支

援のための基金の積み増し等について所要の経費を計上するとともに、事業費の年

間所要見込額の確定などに伴う補正を行うことといたしました。

以上により、一般会計における補正予算の総額は、１６３億８千６百万円の増

額となり、本年度予算の累計額は、８，６９２億９千１百万円となります。
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資 料

平成２０年度２月補正予算主要事業一覧

(単位千円)

部、 保健福祉部、 部）１ 基金造成事業（総務 生活環境部、 商工労働

１６，９３６，２０６

国の第２次補正に伴う交付金を活用することにより７つの基金を造成し、雇用対策、

福祉施策等を推進する。

( ) 地域活性化及び生活対策基金造成事業（総務 ２，４２７，７５５1 部）

地域の活性化や生活対策に係る事業を実施するため、基金を造成する。

( ) 消費者行政活性化基金造成事業（生活環境部） ２９５，９８０2

、 。県内消費者行政の活性化に向けた取組みを計画的に実施するため 基金を造成する

( ) 障害者自立支援対策臨時特例基金造成事業（ １，７０９，５７９3 保健福祉部）

障がい者及び障がい児が自立した生活を営めるよう支援するとともに、福祉、介護

分野の人材を確保する事業を実施するため、基金の積み増しをする。

( ) 安心こども基金造成事業（ １，８０１，６０５4 保健福祉部）

保育所等整備事業、保育に係る研修事業等を実施するため、基金を造成する。

( ) 妊婦健康診査支援基金造成事業（ １，２１１，２８７5 保健福祉部）

妊婦健康診査に必要な経費を市町村に交付するため、基金を造成する。

( ) ふるさと雇用再生特別基金造成事業（商工労働 ５，９７０，０００6 部）

地域における求職者や失業者等の安定的・継続的な雇用機会の創出を図る事業を実

施するため、基金を造成する。

( ) 緊急雇用創出基金造成事業（商工労働 ３，５２０，０００7 部）

離職した非正規労働者、中高年齢者等の一時的な雇用・就業機会の創出を図る事業

を実施するため、基金を造成する。

２ 介護福祉士修学資金貸付事業 ２８７，３６０（保健福祉部）

福祉・介護分野へ就労を促進するため、介護福祉士等の修学資金の貸付を行う社会

福祉法人に補助する。

２１４，０５６３ 抗インフルエンザウイルス薬備蓄事業（保健福祉部）

県民の安全・安心の確保のため、新型インフルエンザの発生に備え、抗インフルエ

ンザウイルス薬を備蓄する。
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３０１，０１８４ ふくしまの家地域活性化支援事業（土木部）

地域経済・産業の活性化等の地域振興のため、地元産の木材を活用した展示住宅や

二地域居住希望者の生活体験用の滞在施設の整備に対し補助する。

５ ２，０００，０００県単公共事業（土木部）

県民の安全・安心の確保と地域経済の活性化のため、道路等、生活に密着した生活

基盤対策等の事業を行う。

６ １，０２３，５８３公共事業（土木部）

県民の安全・安心の確保と地域経済の活性化のため、国の第２次補正を活用し、道

路の交通安全確保対策事業等を行う。

( ) 普通建設事業 ５５６，０００1

( ) 国直轄事業負担金 ４６７，５８３2
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【参 考】

（単位千円）

○ 公共事業・県単公共事業・維持補修費（一部再掲）

農林水産部 土木部 計

117,780 284,900 167,120普通建設事業 補正額 △

21,579,742 25,844,697 47,424,439累計額

1,283,753 2,800,135 4,083,888災害復旧事業 補正額 △ △ △

405,575 1,083,063 1,488,638累計額

4,704 1,956,138 1,951,434国直轄事業負担金 補正額 △

9,201,182 19,116,774 28,317,956累計額

1,406,237 559,097 1,965,334公共事業計 補正額 △ △ △

31,186,499 46,044,534 77,231,033累計額

20,405 1,310,571 1,290,166県単公共事業 補正額 △

1,597,812 33,507,169 35,104,981累計額

1,426,642 751,474 675,168合 計 補正額 △ △

32,784,311 79,551,703 112,336,014累計額

81,163 81,163維持補修費 補正額 －

10,948,501 10,948,501累計額 －

（ ）（ 、 ） （ ， ， ）○ ゼロ国庫債務負担行為 限度額 農林水産部 土木部 ３ ５５７ １３９

債務負担行為による工事発注を行公共事業の早期発注と年間の平準化を図るため、

う。

（農林水産部 １，１５２，６９９ 土木部 ２，４０４，４４０）

（ ） （ ， ， ）○ 土木部ゼロ県単独債務負担行為 限度額 １ ３３５ ０６０（ ）

債務負担行為による工事発注を行公共事業の早期発注と年間の平準化を図るため、

う。
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平成２０年度２月補正一般会計予算（第５号）の概要 

 

                                                        （単位百万円） 

１ 予 算 規 模 

         

        補 正 額                  １６，３８６ 

 

        本年度予算現計額                 ８５２，９０４ 

 

        本年度予算累計額                 ８６９，２９１ 

 

        前年度同期比増減額         ３２，１３９ 

 

        前年度同期比増減率           ３．８％ 

 

２ 補正額の財源内訳 

 

        県       税           △５７７ 

 

        地方消費税清算金            ４８３ 

 

                国 庫 支 出 金         １７，４９２ 

 

        繰   入   金  △４，３２５ 

 

   繰   越   金            ９６５ 

                   

        諸   収   入         △１，５１２ 

          

        県       債          ３，３３３ 

 

        そ   の   他            ５２７ 

 

 

（注）表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと計が一致しない箇所がある。 


